
 

 

 

 

 

いよいよ 2学期の締めくくりとなりました 

2学期は猛暑の中でスタートし、各学年たくさんの行事と学習を積み重ねてまいりました。子ども
たちの日々の姿から心と体が大きく成長したことを感じます。インフルエンザが例年になく早い段
階から流行をしていますが、しっかりと締めくくりができるよう、全教職員で取り組んでまいりま
す。引き続きご理解とご協力をお願いします。 
 

１年生 生活科「お芋を食べたよ」 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

２年生 生活科「おもちゃランドに１年生を招待しよう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３年生 音楽科「 チェロ弾きのゴーシュ先生」の演奏会 」 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

先生にふかしてもらいました。 

とっても甘くて「おいしい！」と大きな

口を開けてほおばりました。 

JA さんにお手伝いをしていただ

き、大きな芋ができました。 

  

 

余ったお芋のお替りじゃんけんで

盛り上がりました。 

チェロが大きくてびっくりしまし

た。スピーカーできいたのよりも

大きくて心にひびきました。おうち

に帰ったら家族に伝えたいと思い

ます。 

「チェロの弦は金属でできています。弓は馬のしっぽに松やにを塗って音が出る

ようにしています。バイオリンより大きく低い音が出ます。」と、たくさんのことを

教えていただきました。最後にもみじを歌い、とても美しい音色と素敵なハーモ

ニーを奏でて楽しいひと時を過ごしました。 

 

 

わにわにパニックがはやくておもしろかったよ。 

こんなにすごいおもちゃをつくれるってすごい

ね。たのしかったよ。     1年生より 

がちゃがちゃびんごはいっぱいびんごにな

ってうれしかったです。   1年生より 

自分たちがかんがえて作ったおもちゃで 1年生

があそんで、「たのしかったよ。」と言ってくれた

のがうれしかったです。   2年生より 

     1年生より 



 
4年生 総合的な学習の時間 

 

 
 
 
 

 
                                                

 

 

 

 

 

 

 

５年生 地域食材学習 ～農業の話：音瀬講師  調理実習「ごはんとみそ汁づくり」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生 総合的な学習の時間「ラオスの小学校へ算数教具を送ろう」 

 ５年生の時に国際理解教育の中で、JICA 青年海外協力隊である本校職員宇都宮教諭とリモート授業を行い、ラオスの子

どもたちが基本的な学習用具や教科書が行き渡っていない現状を知り、「何か自分たちでもできる支援をしたい。」「寄付をし

たい。」という気持ちを伝えていました。 

今年度、その続きとして自分たちが不要になった算数教具をラオスの小学校へ寄付するボランティア活動を実施することで、

小さな行動でも社会をよくする力になることが体験できました。 

 

 

 

お礼  皆様の登校時立ち当番によって、ウェルピーポイントがたくさんたまりました。 

今回はジャンピングボードと体育の授業で使うカラーマットをポイントで購入させていただきました。 

早速子どもたちは授業や休み時間に使わせていただいています。ありがとうございました。 

 

エコキャップ回収 

「困っている人を助けるためにできるだけ多く

集めました。」 

 

 
 

 

 

牛乳パックで椅子づくり 

「がんじょうな椅子を目指して作りました。」 

 

 

プルタブでアクセサリー作り 

「いろいろな色を使ってかわいくしました。」 

 

空き缶でごみ箱づくり 

「使いやすいように工夫しました！」 

 

  
兵庫県の特産品のことや農業をする中での苦労や工夫について教えていただきま

した。イチゴを作るためにはたくさんの経費がかかることがわかりました。 

ご飯を中が見えるガラスの

鍋で焚き、火の通る様子を

観察しました。 

班ごとにテーマを決め

て、いただいた７種類の地

域食材から３種類を選んで

みそ汁を作りました。 

  

児童会でポスターを作り呼びかけました。 全部で１５セット集まりました。 


